
〇テキストはコピーして使ってください。

　吹き出しにテキストボックスを入れたら、

　枠なし、塗りつぶしなしにしてください。

〇吹き出し2種類用意しました。色、大きさ

　はお好みで変更してください。子どもの言

　葉、保育士の言葉、子どもの思い、保育士

　の思い、はそれぞれ変えたほうがいいかな

　と思います。

〇☆と☆の間はタイトル的なもの、その下の

　枠は場面の状況、その下に写真や吹き出し、

　一番下の枠に育ち等入れたらどうかなと思

　います。枠等の大きさや色はお好みで変えて

　ください。

戸外で

思考力の芽生え自然との関わり・生命尊重 言葉による伝え合い

☆カエルを飼育しよう☆

園庭に出ると、春の花や虫探しに夢中な子ども達。カエルを見つけると、かごの

中に水を入れて観察していましたが、「溺れてかわいそうだよ」という声が…。図

鑑にカエルについて載ってないかな？と声を掛けると、自分達で色々な図鑑で調べ

始め、どうすると良いか友達と一緒に考えていました。

自分達で飼育していく中で、生き物に親しみを持つとともに、命の大切さにも気

づき、優しい心が育っていっています。また、「ミミズはどこにいるかな？」と

園庭を探したり、「水はこれに入れよう」「水がこぼれないようにゆっくり運ぼ

うね」と、カエルの飼育環境を試行錯誤して作ったりすることで、考える力に繋

がっています。互いの思いを伝え合いながら協力して進めていくことで、友達同

士の関わりも広がってきています。

僕はカエルが食べるミミズ

を探してくるね！

土をもう少し増やすね！

水の中に入らないように

スコップで入れよう！


